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令和６年度 都南小学校 

都南小学校の生活 

 

１ 生活のきまり 
○登下校について 

・通学路を通って登下校しましょう。 

・家に忘れ物をしても、取りに戻らないようにしましょう。 

・校舎に入ることができるのは８：１０からです。（登校時間は８：１０～８：２０です。） 

・８：２０には教室に入りましょう。 

・登下校の時には犬走りを通りましょう。 

・最終下校時刻は１５：４０です。 

 

○遊びについて 

・休み時間の校庭遊びは、学年ごとに割り振られています。 

Ａ 月 火 水 木 金 

中休み １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 

昼休み ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 

      

Ｂ 月 火 水 木 金 

中休み ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 

昼休み １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 ２・４・５年 １・３・６年 

 

・ボールはクラスに配られたものだけを使いましょう。 

［ボールけりをしてよい時間］ 

 中休み 昼休み 放課後 

１・２年生 ○ × × 

３・４年生 × ○ ○ 

（４・５・６年生のみ） ５・６年生 × × 

 

・放課後遊びがある日は、１５：４０まで校庭で遊べます。（４～６年生のみ） 

・ランドセル等は、通る人のじゃまにならないよう、昇降口近くに、きれいに並べて置きましょう。 

・雨の日の遊びについては、各学級で確認をしましょう。 

 

○持ち物等について 

・持ち物には名前を書きましょう。 

・忘れ物をしないように、時間割や連絡帳を見て持ち物をそろえましょう。 
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・危険なので、ランドセルの脇にはキーホルダーや給食セットなどはつけません。ただし、防犯ブザーはす

ぐに使える場所につけましょう。 

・学習に必要のないものは持ってきません。 

 

○登下校時・学校内での服装等について（主に冬の時期） 

○ 手袋 マフラー（長すぎないもの） ニットキャップ 

× 耳あて カイロ 

・あいさつ当番の時に寒い場合は、コートを着たり手袋をしたりしても大丈夫です。 

・教室内で、コートなどの厚い上着は着ません。外では着る、中では脱ぐ、という習慣を身に付けましょう。 

 

 

２ 学習のきまり 
○持ち物等について 

・なるべく箱型の筆箱を、６年間使いましょう。 

 （筆箱を大切に使っていくこと、余計な物を学校に持ってこないこととします。） 

・筆箱の中身を確認しましょう。 

（黒えんぴつ５本・赤えんぴつ１本・消しゴム・ミニ定規・ネームペンをそろえます。） 

・えんぴつは毎日けずります。 

 

○学習のはじめと終わり 

・チャイムで着席し、はじめのあいさつの時には学習の準備ができているようにします。 

・学習に必要なものだけを机の上に出します。 

・学習が終わったら自分の使ったものを全て片付け、次の時間の準備をしてから休み時間にします。 

 

○話を聞くとき 

・作業をやめ、話している人の方に体を向けて聞きます。 

・話している人に反応しながら聞きます。 

・先生や友達の話を最後まで聞きます。 

・「話し合いのアイテム」を確認しましょう。 

 

○発表するとき 

・たずねたいことや意見があるときは声を出さずに手を挙げ、名前を呼ばれたら返事をして立ってから発言

します。 

・たずねられたことには、正しい答えが分からなくても、声に出して答えます。 

（「もう少し考えてからあとで言います。」「分からないので教えてください。」等） 

・聞いている人の方に体を向け、相手に向かって話すようにします。 

・「です」「ます」をつけて発表します。 



3 

 

○その他 

・学習中は必要なとき以外は立ち歩きません。 

・他の教室へ移動する時には、静かにろう下の右側を歩きます。 

・専科の教室には並んで行き、入る時・出る時には、あいさつをします。 

 

 

３ 体育の授業のきまり 
○服装 

・上着やゼッケンは、ズボンの中に入れましょう。 

・髪が長い人は、運動しやすいように、飾りのないゴムで髪の毛をまとめましょう。 

・靴下は、運動時にふさわしいものをはくようにしましょう。 

（くるぶしがかくれないもの、ひざ上まであるもの、タイツやレギンスなどは、はきません。） 

・紅白帽は、ゴムひもを耳の後ろに通して、あご下でしっかり止めましょう。ゴムが切れていたり、伸びて

いたりする場合は、家に持ち帰って付け替えましょう。 

・運動靴は、靴ひもがほどけないように運動前にしっかりと結びましょう。 

・防寒着は、運動に適したものを着用しましょう。 

○ トレーナー 運動に適したジャージ 

△ ジャンパーやコート類 フードやファスナー付きのもの 分厚い防寒着 

・寒い時は防寒着を着て調節しましょう。運動する時には体育着で学習に取り組みましょう。 

 

○見学について 

・体調が悪かったり怪我をしたりして体育を見学する場合には、事前におうちの人に連絡帳に書いてもらい

ましょう。 

・水泳の授業を見学する場合は、ぬれることがあるため、体育着に着替えましょう。 

 

 

４ その他のきまり、約束 
○早寝・早起き 

・７時までには起きましょう。 

・朝食をしっかり食べてから登校しましょう。 

・夜は早く寝ましょう。人間は、寝ている間に知識や記録を整理し、体の疲れをとります。心と体の健康の

ためにも、１日に９～１０時間の睡眠をとるようにしましょう。 

 

○あいさつをする 

・自分から進んで気持ちのよいあいさつをしましょう。 

・家庭でも「おはよう」「いってきます」「ありがとう」などのあいさつをしっかりしましょう。 

 



4 

 

○あたたかい言葉づかいをする 

・「うざい」「きもい」などの言葉や「死ね」などの相手を傷つける言葉は使ってはいけません。相手の気持

ちを考えた言葉を使いましょう。 

 

○忘れ物は取りに来ない 

・家に帰ってから学校に忘れ物を取りに来なくてすむように、忘れ物をしていないか下校前に確認しましょ

う。 

・どうしても取りに来る場合には、大人と一緒に来ましょう。 

（担任の先生に話して、断ってから教室に入りましょう。） 

 

○学校からのプリントは、その日のうちにわたす 

・学校だよりや学年だよりなど、学校からのお知らせは、必ず配られた日におうちの人にわたしましょう。 

 

○公園や児童館ではルールを守る 

・多くの人が理由する公共施設では、ルールを守って仲良く遊びましょう。 

・ゴミは持ち帰りましょう。 

 

○帰宅時間を守る 

・１７：００になったら遊びをやめ、家に帰りましょう。（１１月～２月は１６：３０） 

・遊びに行く時は、「いつ」「どこで」「だれと」遊ぶのかを、必ずおうちの人に伝えましょう。 

 

○お金の使い方やゲームの時間を考える 

・ゲームやインターネットを使う時には、時間やルールを守りましょう。 

・お金を持って遊びません。カードゲームなど、お金と同じくらい価値をもつものの交換や、おごったり、

おごられたりすることも禁止です。 

・学校で、物をあげたり、もらったりすることも禁止です。 

 

５ ＳＮＳルールのきまり 
○タブレットを使う時の注意点 

・なくしたり、盗まれたり、落として壊したり、水にぬらしたりすることがないよう十分気を付けましょ

う。 

・家庭では、家の人が見えるところに置きましょう。 

・タブレットは機器番号で管理されています。他の人に貸したり、使わせたりすることはやめましょう。 

・自分や他の人の個人情報（名前や住所、電話番号、メールアドレス等）は、インターネット上に書き込ん

ではいけません。 

・相手を傷つけたり、怖い思いをさせたり、いやな気持ちにさせたりするようなことは、書き込んではいけ

ません。 
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・インターネット上で見られるサイトには制限がかけられていますが、不安に感じるサイトや、「おかし

い」と感じるサイトに入ってしまった時はすぐに画面を閉じ、家の人や先生などの大人に知らせましょ

う。 

 

 

６ クロームブックのきまり 
○時間 

・家庭で使うことのできる時間は、低学年は夜７時、中・高学年は夜８時までです。 

・家庭での利用時間のルールがある時は、家庭のルールを優先します。 

 

○ログイン、ログアウト、ＩＤとパスワード 

・まなびポケットのＩＤとパスワードはお家の大人の人以外に教えてはいけません。また、友達や兄弟のＩ

Ｄとパスワードを聞いてもいけません。 

・ＩＤとパスワードが書いてある紙は、ずぐ分かるところに置かないようにしましょう。 

・自分が使っているクロームブック以外のパソコンからログインしてはいけません。 

 

○使い方 

・人の悪口や人がいやな思いをすることは書いてはいけません。 

・個人が分かる情報（名前、住所など）を書いてはいけません。 

・まなびポケットのチャンネルでの会話や学習内容などは、学校以外のところへ発信してはいけません。 

・ドリルパーク、e-boardは、今の学年より上の学年の問題には取り組まないようにしましょう。 

・メッセージの投稿やコメント、ダウンロードは先生から指示された時のみ行います。基本的には、先生か

らの発信に答えるだけにしましょう。 

・学習で使用しているものなので、授業の時と同じように、言葉遣いに気を付けましょう。 

 ＊今後、追加や変更されることもあります。 

 


